
 
 

企業・団体向けICTを活用した意思疎通支援力向上のための研修動画作成業務仕様書 

 

 

１ 事業名 

企業・団体向けICTを活用した意思疎通支援力向上のための研修動画作成業務  

 

２ 委託業務履行期限 

  令和６年３月15日   

 

３ 業務内容 

企業や団体が、ICTを活用して聴覚あるいは視覚などに障害がある顧客や従業員

等と円滑にコミュニケーションを図るために必要な知識や技術等を取得し意思疎通

支援力向上を図るための研修動画を作成すること。 

 (1) 動画の本数及び想定時間 

   動画の趣旨や目的、内容や対象者を踏まえた本数及び時間とする。 

(2) 想定する研修対象 

企業や団体等（民間、行政等含む） 

(3) 動画の活用方法  

   兵庫県の動画を配信する「ひょうごチャンネル」（兵庫県インターネット放送

局）や兵庫県立聴覚障害者相談センターのHPにおいて配信する。このほか、企業

や団体等の求めに応じて、配布を行う。なお、配信は業務に含まない。 

 (4) 動画の概要 

ア 「UDトーク」「手書きソフト」等のスマホやタブレット登載のアプリケーシ

ョンを活用して、企業や団体が聴覚あるいは視覚などに障害がある顧客や従業

員等と円滑かつ容易にコミュニケーションが図れることを周知する。 

イ 詳しい使用方法を学んでもらうことだけではなく、当事者に向き合い、既存

のアプリや、紙による筆談等を交えながら、当事者とコミュニケーションを図

ることの必要性と重要性を総合的に伝える動画とすること。 

ウ 複数のアプリの使用方法や対応方法を場面や目的に応じて紹介すること。 

エ 導入しやすいツールを提案するなど実践につながる内容とすること。 

オ 字幕を入れるなど、障害者等の視聴にも配慮したものとすること。 

カ YouTube、ひょうごチャンネルにアップロードできる規格とすること。 

  （ひょうごチャンネルのファイル形式はmp4、wmv） 

  (5) 納品 

ア 動画データは、USBメモリにより令和６年３月15日までに納品すること。納

品にあたり必要なメディアについては、受託者が調達すること。 

イ 動画で紹介しているアプリ等の使用方法についての問い合わせ先一覧をデー

タ（Word等）で提出すること。 

 (6) 実績報告 

契約期間終了日までに、総事業費を整理し、事業全体の実績報告書を提出する



 
 

こと。 

 

４ その他の留意事項 

(1) 実施体制 

ア 受託者は、本業務を推進し全体の責任を負う実施責任者を置き、業務全般の

進行管理や調整機能を一元化すること。 

イ 実施責任者は、委託者と十分な意思疎通を図ることができる者とし、委託期

間を通じて、委託者と緊密な連携、調整を図ること。 

ウ 受託者は、本業務の全部又は主要部分（総合的な企画及び判断並びに業務遂

行管理部分）を一括して第三者に委託し又は請け負わせること（以下「再委

託」という。）はできない。 

また、本業務の一部を再委託してはならないが、あらかじめ再委託の相手方

の住所、氏名及び再委託を行う業務の範囲等を記載した再委託の必要性が分か

る書面を委託者に提出し、委託者の書面による承認を得た場合は、委託者の承

認した範囲の業務を第三者（以下「承認を得た第三者」という。）に再委託す

ることができる。 

なお、再委託する場合は、再委託した業務に伴う承認を得た第三者の行為に

ついて、受託者は委託者に対しすべての責任を負うものとする。 

(2) 秘密保持等 

ア 本業務又は付随する業務において、知り得た情報を他人に漏らしてはならな

い。 

イ 個人情報の漏洩に伴い委託者に損害が発生した場合は、受託者はその一切の

責任を負うものとする。 

ウ 秘密保持は、業務終了後の有効に存続する。 

 (3) 著作権等 

ア 本業務の実施により生じた著作物に関するすべての著作権は委託者に帰属す

るものとし、その利用及び再編集は委託者において自由に行うことができるも

のとする。 

イ 本業務の実施による成果品は、映像・画像等の著作権・肖像権等の処理を済

ませた上で納品すること。 

(4) その他 

ア 本業務に関する必要な経費は契約金額にすべて含むものとする。 

イ 本業務を円滑に遂行するため、県が必要と認めるときは、業務の進捗状況に

ついて報告を求めることができる。 

ウ この仕様書に定める事項について疑義が生じた場合、又はこの仕様書に定め

のない事項については、県と受託事業者が必要に応じて協議するものとする。 

エ 災害等の不可抗力によって委託業務の実施が著しく困難となったときは、契

約の趣旨を損なわない範囲で,委託者及び受託者は協議の上、その実施方法等

を変更できるものとする。 


